
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年１２月２５日 １４時４０分頃 

発生場所 三重県志摩市浜島港 

 浜島港灯台から真方位００５°３３０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１７.７′ 東経１３６°４５.９′） 

事故の概要  漁船第十一福栄
ふくえい

丸は、離岸直後、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和８年１月７日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第十一福栄丸、１１２トン 

１３３１８４、福栄丸漁業株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船底に塗膜剝離 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北西、風力 ６、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 低潮時、潮高 約７６cm（浜島） 

 事故の経過 (1) 浜島港の岸壁（以下「本件岸壁」という。）付近に関する情報 

   本件岸壁付近の泊地は、水深が２.０～５.５ｍであって、図１

①寄りの方が水深が浅い。なお、同①の泊地の東側には、岸壁角

の周囲に本件岸壁の南東方付近にある浅所（以下「本件浅所」と

いう。）が拡延している。また、本件岸壁に着岸又は離岸する際に

は、本件浅所の沖合を通航する進入路が示されている。（図１参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水深 ①泊地：２ｍ ②泊地：３ｍ ③泊地：５.５ｍ 

図１ 浜島港 



   文献*1によれば、大型漁船の滞在港として注目され、給油や冷凍

などの設備が整い、遠洋漁業基地として重要な港である。 

(2) 本事故の経過 

本船は、機関に不具合を生じたので造船所で修理を行い、完工

後、造船所の作業船の支援を受けて本件岸壁に係留していた。 

船長は、本船を本件岸壁に着岸するのが初めてであったが、作

業船の支援を受けて着岸することができたので、離岸前、本件岸

壁付近の水深等の状況が分からなかったが、水路調査をしなくて

も安全に操船できると思った。 

   本船は、船長ほか１４人が乗り組み、試運転の目的でレーダー

及びＧＰＳプロッターを作動させてから係留索を離して、船長が

目視で周囲を確認しながら、約２、３ノットの対地速力で前進し

たところ、船首方に存在する本件浅所に乗り揚げた。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 事故発生場所概略図（海図Ｗ１０５８部分） 

 

   造船所の従業員は、本件岸壁で本船の出港状況を見ており、本

船が止まったのを見て、本船が乗り揚げたと判断して造船所の事

務所に連絡した。また、本件岸壁で本船の出港状況を見ていた者

は、造船所の従業員の通話内容を聞いて、本事故の発生を１１８

番通報した。 

   本船は、造船所の作業船によって本件浅所から引き出され、損

傷が航行に影響しないことが確認された後、自力で次の目的港に

入港した。 

 
*1 三重県県土整備部ホームページ、http://www.pref.mie.lg.jp/KOWAN/HP/61127025207.htm 

No.21 浜島港（三重県志摩市）、全国避難港情報ポータルサイト、国土交通省、 

https://www.mlit.go.jp/common/001133549.pdf 

浜島港灯台   

本件岸壁  

事故発生場所      
（令和７年１２月２５日  
１４時４０分頃発生）  

浜島港   

入港経路  



   事故発生場所の水深は、約１.２ｍであった。 

   本船の喫水は、船首約１.０ｍ、船尾約３.５ｍであった。 

分析 (1) 船長は、本船を本件岸壁に着岸させるのが初めてであったが、

作業船の支援を受けて本船を着岸させることができた。 

(2) 本件岸壁付近は、岸壁角の周囲に本件浅所が拡延しており、船

舶が着岸又は離岸する際には、本件浅所の沖合を通航するのに注

意を払う必要があった。本船は、船尾喫水が約３.５ｍであったこ

とから、離岸時には左舷方に横移動して沖合に出ることが重要で

あったものと考えられる。 

(3) 船長は、本船の離岸前、本件岸壁付近の水深等の状況が分から

なかったが、本船を着岸させることができたことから、水路調査

をしなくても安全に操船できると思ったものと考えられる。 

(4) (1)及び(3)から、本船は、離岸直後、本件浅所に乗り揚げたも

のと考えられる。 

原因 本事故は、本件岸壁南東側に本件浅所が拡延する状況において、船

長が、本船の離岸前に本件岸壁付近の水路調査を行わなかったため、

本件浅所の存在を知らず、本船が、離岸直後、本件浅所の方向に進ん

で乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、入港経験のない港の岸壁での着岸及び離岸を計画する

際、事前に周辺の水路調査を行うこと。 

・船長は、入港経験のない港の岸壁で着岸及び離岸する際、地形や

水深の状況を目視及びＧＰＳプロッターで正確に確認すること。 

 


